
本 共 産 党 あ き る 野 市 委 一員 住民の利益をまもり、
「住民こそ主人公」の

あきる野市政実現をめざして !

2θlθ . 肋 8(毎月2回発行)

日本共産党あきる野市委員会は次の見解を発表しました。

たばた あずみ

こどもを寝かしつけるときに、絵本のほか

に物語を読むようになってだいぶ経ちます。

これまでいろいろ読みました。ガンバの冒

険、大草原の大きな家シリーズ、長くつし

たのビッピシリーズ….い まは ドリトル先

生のシリーズ。月からの使いの巻です。

巨大昆虫が登場 した場面で、むすめがぱ

つり「これつて、ほんとのお話 ?」 いやい

や 、 それはないでしょう。「そうか、この

お話は作 り話か」納得 した様子。

そのまま寝るのかと思いきや「あ

っ、でも ドリトル先生はほんとに

いるんでしょ ?」

こどもの世界には、 ドリトル先

生もピッピもローラも、みんな住

んでるのでしょうね。うらやましい。

(10.3.14)
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失
敗
し
た
企

二
月
定
例
市
議
会
で
、
臼
井
市
長
の

施
政
方
針
が
表
明
さ
れ
、
予
算
の
概
要

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
市
民
の
待
ち
望
ん
で

整
地
中
の
秋
川
高
校
跡
地

鰭
!さ・ ご

・ う

あ
き
る
野
市
の

財
政
困
難
の
元
は

臼
井
市
長
の
失
政

バ
ブ
ル
期
、
当
時
秋
川
市
長
だ
っ

た
自
井
市
長
が
多
額
の
借
金
を
し
て

菅
生
の
山
林
を
あ
き
る
野
市
土
地
開

発
公
社
に
買
い
あ
さ
ら
せ
ま
し
た
。

し
か
し
企
業
誘
致
が
思
う
よ
う
に

進
ま
ず
、
計
画
は
破
綻
。
借
金
の
山

が
つ
く
ら
れ
、
あ
き
る
野
市
は
毎
年

一
億
円
以
上
の
利
息
払
い
で
苦
し
ん

で
い
ま
す
。

失
敗
し
た
企
業
誘
致
を

ま
た
ま
た
臼
井
市
長
が

市
政
方
針
で
は
、
旧
秋
川
高
校
跡

地
の
土
地
に
企
業
誘
致
を
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

市
は
こ
の
計
画
を
去
年
九
月
に
発

表
し
、
市
民
に
意
見
を
求
め
ま
し
た

が
、
市
民
か
ら
は
反
対
の
投
書
が
圧

倒
的
だ
っ
た
計
画
で
す
。
形
だ
け
市

民
の
声
を
聞
く
ポ
ー
ズ
を
と
り
、
実

際
は
強
引
に
す
す
め
る
態
度
が
み
え

み
え
の
自
井
市
長
で
す
。
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暖
か
い
春
の
日
か
と
思
う
と
次
の

日
は
冷
た
い
雨
も
混
じ
っ
て
肌
を

刺
す
寒
さ
。
春
本
番
が
待
ち
遠
し

い
▼
自
公
に
代
わ
る
新
政
権
が
で

き
て
、
世
界

一
危
険
な
基
地
で
あ

る
沖
縄
・宜
野
湾
市
の
普
天
間
基

地
も
な
く
せ
る
と
期
待
し
た
の
に
、

与
党
の
あ
ち
こ
ち
移
設
先
探
し
の

末
、沖
縄
県
内
た
ら
い
回
し
た
な

り
か
ね
な
い
有
様
だ
。
普
天
間
基

地
は
住
民
を
収
容
所
に
押
し
込
め

て
い
る
間
に
基
地
を
つ
く
り
、
さ

ら
Ｌ
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で

村
民
を
排
除
し
て
拡
張
し
た
無
法

な
も
の
。
無
条
件
で
撤
去
さ
せ
る

の
が
当
然
▼
春
は
待
て
ば
遅
く
な

っ
て
も
必
ず
や
っ
て
く
る
。
基
地

の
な
い
平
和
な
沖
縄
は
黙
っ
て
い

て
は
実
現
し
な
い
。
政
府
に
本
腰

を
入
れ
た
無
条
件
撤
去
の
対
米
交

渉
を
さ
せ
て
こ
そ
道
は
開
け
る
▼

沖
縄
と
連
帯
し
た
た
た
か
い
が
必

要
だ
。
西
多
摩
で
も
２。
日
（土
）に

は
「横
田
基
地
も
い
ら
な
い
！
市

民
交
流
の
集
い
」
（福
生
市
民
会

館
）が
行
わ
れ
る
。
沖
縄
と
連
帯
し

て
基
地
の
な
い
日
本
を
め
ざ
す

世
論
と
運
動
を
広
げ
よ
う
。
春
風

に
乗
せ
て
！
　
　
　
　
　
　
　
（湘
）

ま
た

ま
た

い
る
く
ら
し
の
改
善
策
は
乏
し
く
、
相

変
わ
ら
ず
旧
来
の
自
民
党
政
治
の
象
徴

的
な
企
業
誘
致
や
市
民
い
じ
め
の

「行

政
改
革
」
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

「郷
土
の
恵
み
の
森
事
業
」

と
い
う
名
の
新
た
な
出
費
も

市
は
、
ど
こ
に
も
売
れ
ず

「塩
漬

け
」
に
な
つ
て
い
る
開
発
公
社
所
有

の
山
林
を

「郷
土
の
恵
み
の
森
構
想
」

と
い
っ
て
平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十

二
年
度
の
三
年
間
で
、
三
十

一
億
円

の
借
金
を
し
て
買
戻
し
、
公
社
の
借

金
を
減
ら
す
と
い
う
ば
か
げ
た
市
政

運
営
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

「郷
土
の
恵
み
の
森
事
業
」
と
言
う

名
で
市
民
の
眼
か
ら
自
ら
の
失
政
を

覆
い
隠
し
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
今
年
度
の
予
算
に
は
森
林

レ
ン
ジ
ヤ
ー
に
二
千
万
円
と
い
う
新
た

な
出
費
も
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
こ
の
事
業
が
新
た

な
財
政
支
出
に
つ
な
が
る
心
配
が
あ

る
と
し
て
、
三
千
万
円
の
基
金
の
積

み
立
て
に
も
、
反
対
を
表
明
し
て
い

ま
す
。

施
政
方
針
か
ら
は

市
民
の
く
ら
し
を
守
る

姿
勢
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い

自
治
体
が

一
番
心
を
く
だ
か
ね
ば

な
ら
な
い
市
民
の
く
ら
し
、
安
全

・

福
祉

・
教
育
の
充
実
へ
の
主
だ
っ
た

施
策
が
無
い
の
が
特
徴
で
す
。

全
国
各
地
で
国
民
が
経
験
し
た
自

民
党
政
治
の
破
綻
、
こ
れ
が
あ
き
る

野
で
は
反
省
さ
れ
ず
、
財
政
困
難
を

「行
政
改
革
」
の
名
で
市
民
に
各
種

補
助
金
の
カ
ッ
ト
で
し
わ
寄
せ
し
て

い
ま
す
。

二
月
定
例
市
議
会
の
論
議
が
注
目

さ
れ
ま
す
。



2010年3月 14日

私もニューヨークの国際会議要請行動に参加します 贄 指
理Ъ

私は、鍼灸、指圧師ですが、ある日、被  いつ どうなるか解 らないので、思い切っ

爆者の方が治療 に見え ,「 肩や胸や背中 て話したところ、『父さん知っているよ』

が痛 くなった りすると、原爆の放射能の と言われて、ほっとした」と話 されてい

せ いでは と思 う」と話 していました。被  ました。被害者である被爆者が、就職や

爆者は、生涯その恐怖か ら逃れ られない 結婚などで差別 され、子 どもたちも差別

ということで した。 され ることを恐れて、話す ことが出来な

その後、原水爆禁止あきる野協議会の かった。

活動を通じて、原水爆禁止世界大会in長  原子爆弾を投下したアメリカ軍は、非

崎大会に、参加。被爆者との交流会に出 難されず、被爆者が差別を恐れてひっそ

席しました。70歳代の男性が「自分が被  り、生きてきたとのこと:なんと理不尽

爆者だと息子に、どうしても話すことが なことでしょう。その為に少しでも役に

出来ず悶々としていたが、今年、この先.1た ったらと思い、、ニュ■ヨークで行わ

□ 目
東地区後援会

春の日帰り旅行のお知らせ
■4月21日 (水 )

■出発 0市役所AM78寺30分

(臨時、地域内で停車します)

■参加費・ 5,000円

■行先・安曇野ちひろ美術館と奈良丼宿散策

☆他の後援会の方の参カロもお待ちしています。

申し込み・片野坂 559-6468
0-F~   558-8274

十曇,.醤:乳鷲雲統題1亀只腫ll電 曜
:
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絵
手
紙
／
瀬
川
和
子
さ
ん
・牛
沼
在
住

国 史圏 訪 ∈亜)地名考・乙津①

鋒
老

ｎ
て
ラ
ジ
オ
が
な
の
濡
夜
か
な

松
籟
坊

都

マ
ラ
ソ
υ
津
波
を
よ
そ
に
能
夭
気
　
蕎
麦
湯

ヽ
ヨ
タ
さ
ん
泣
く
気
が
あ
れ
ば
ｎ
じ
め
よ
せ
　
蕎
麦
湯

マ
ル
ク
ス
が
手
を
薔
る
鋼
に
が
あ
ば
れ
と
　
松
籟
坊

咲・か・せ・た・い
「アンネのバラ」と
■■■「ピース」を

‐ ~   
グリーンア ドバイザ

ーの大和田宏次さんの「今日は平和を願う

花『アンネのパラ』と『ピース』の二つの接

水を勉強しましょう」で始まった。

参加者は 7人。なれない手つきでナイフ

を握って悪戦苦闘。それでもなんとか終っ

て、珈琲とケーキが出る。おまけに、応援に

駆けつけたギターとハーモニカのミュー

ジシャンによるミニコンサー トが始まり、

なんとも楽しい教室は賑やかなうちに終

了しました。

秋には立派な花が咲きますように !

亀毒

嘲
驀
蓑
轟
華
一］“孟

初
雪
や
樹
々
の
梢
を
自
く
染
め

訪
ね
ゆ
く
梅
の
香
り
の
友
の
家

著
れ
　
　
　
（静
子
）

うす
ら
い
　
　
　
　
　
　
　
（る
り
子
）

一
瞬
に
消
え
し
霙
や
露
店
風
呂

薄
氷
の
泥
に
ま
み
れ
て
割
ら
れ
け
り

（和
恵
）

（照
代
）

立
春
の
空
を
写
し
て
光
る
海

大
病
の
癒
え
て
故
郷
へ
梅
日
和

（勝
代
）

（つ
や
）

雪
解
や
我
れ
の
決
意
の
ま
ま
な
ら
ず

見
舞
う
た
び
友
遠
く
な
る
冬
の
星

うから
　
　
　
　
　
　
（富
）

な
ど
　
（か
ほ
る
）

一
人
ま
た
族
に
女
の
子
初
雛

空
の
青
老
梅
は
幹
涯
ら
せ

（秀
治
）

（淑
子
）


